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鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター 地域シンポジウム
いま水俣病を考えること　鹿児島の水俣病を撮りつづける写真家との対話�
� 理学部物理・宇宙プログラム　助教　中川 亜紀治

2023年12月2日（土）、鹿児島大学にてシ
ンポジウム「いま水俣病を考えること　鹿
児島の水俣病を撮りつづける写真家との対
話」を開催しました。2時間半のシンポジウ
ム参加者は80名を超え、本学の様々な学部
学生さんの参加もありました。

水俣病は高度経済成長期に熊本県と鹿児
島県で起こった社会的事件です。発生から
70年が経とうとする現代においても、水俣
病は私たちに様々な課題を投げかけ続けて
います。本シンポジウムは、写真を切り口
に、水俣病をいまに伝える意味を市民と共
に考える場となりました。

前半では理学部物理・宇宙プログラム中
川亜紀治が「水俣病のおさらい」と題して
講話を行いました。水俣病は幅広い世代が
すでに公害として学んだ経験を持つため
か、多くの人が理解したつもりになってい
るのではないでしょうか。講話では地理
的・歴史的観点から鹿児島と水俣病のつな
がりを紹介し、時系列で水俣病の史実を整
理することで水俣病を一からとらえ直す機
会としました。

後半では写真家の小柴一良さん、南日本
新聞の中野あずささんを迎え、法文学部地
域社会コース農中至の進行による対談を行
いました。小柴さんは1974年から水俣病の
取材を始め、現在も出水や水俣を訪ねられ
ています。会場には小柴さんの作品5点を
組み写真の手法で展示しました。胎児性の
男性患者と母親が見つめ合う姿と、その患
者の右手を収めた写真。男性のその手は、
彼の生涯で一度も道具として使われる場面
が無かったゆえに赤子のような優しい形を
しています。出水市の未認定患者が部屋で
座り込む姿も展示しました。これらの写真

を対談の背景にしながら、モノクロ表現を
大切にする小柴さんが今も追い続ける「納
得のいく水俣の写真」に対する考えなどを
伺いました。対談では多くの参加者からも
声が上がり、登壇者とのライブ感あるやり
取りが交わされました。発言には参加者そ
れぞれの問題意識が現れ、水俣病問題が持
つ多面性を示しているようでした。

最後は一般社団法人「水俣・写真家の眼」
の奥羽香織さんから、写真を通して水俣病
を伝える活動を紹介頂きました。奥羽さん
からは「写真などの残されたものでしか水
俣病を知る事はできず、一枚でも多く残す
ことが大切」、「未発表の写真には水俣の暮
らしの息づかいが写りこんでいる」といっ
た声をうかがいました。
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鹿児島の水俣病を撮りつづける写真家との対話
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問合せ： 中川 亜紀治（ 鹿児島大学理学部 物理・宇宙プログラム , 鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター地域マネジメント教育研究プロジェクト代表者）
  　　電話： (099) 285-8077  　メール： nakagawa@sci.kagoshima-u.ac.jp

プログラム
【第１部】

水俣病のおさらい  
中川 亜紀治 （鹿児島大学 理学部）

【第２部】
水俣を撮る写真家との対話　
小柴 一良氏をむかえて
進行：農中 至 （鹿児島大学 法文学部）
登壇者：小柴 一良 （写真家）
               中野 あずさ （南日本新聞社）
               中川 亜紀治 （鹿児島大学）

「水俣・写真家の眼」 活動紹介
               奥羽 香織 （一般社団法人
                                     水俣・写真家の眼）

13：00

14：00

15：10

　１９５６年の公式確認から６７年が経過する水俣病問題。その姿は、時に立場を異にする人々
の闘いであり、日常の中でつい目を背けがちな場面の連続でもありました。しかし、患者とその
家族、そして彼らを支える人々が向き合ってきた苦難とその足跡は、多様な悩みをかかえて現代
を生きる私たちの道しるべとなってくれるのではないでしょうか。

　鹿児島県の水俣病を見守る写真家小柴一良氏を迎え、撮り続ける意味や写真が果たす役
割について考えます。どうぞ、身がまえることなく、普段着のままの心と眼で水俣病の歴史を受け
とめてみてください。それはきっと、私たちすべての明日への糧となるはずです。

駐車場はありません。公共交通や周辺パーキングをご利用ください。

日時 : ��月 �日（土）
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ゲスト : 小柴 一良
         （写真家）

場所 : 鹿児島大学 法文学部 
        １号館 ２階 ２０１教室 閉会15：30
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